
プログラム

17：30～18：30	 	 受　　付

18：30～18：35	 	 開　　会
	 	 藤原　健　（毎日新聞大阪本社 編集局長）

18：35～18：40	 	 挨　　拶
	 	 松園万亀雄　（国立民族学博物館長）

18：40～19：15	 	 講　　演①
	 	 「ネパール人労働者の素顔」
	 	 南　真木人　（民族社会研究部 助教授）

19：15～19：25	 	 休　　憩

19：25～20：00	 	 講　　演②
	 	 「チャイナタウン－変容とバイタリティー」
	 	 陳　天璽　（先端人類科学研究部 助教授）

20：00～20：30	 	 パネルディスカッション
	 	 司会　庄司博史（民族社会研究部 教授）
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はじめに
国立民族学博物館（以下、「みんぱく」と略す）

は、毎年、東京と大阪で公開講演会を開催して
います。大阪の公開講演会では、一昨年から毎
日新聞社のご協力をいただくようになりました。
一昨年は「災害の記憶」、昨年は「世界の伝統
芸能・最前線」というテーマを取りあげています。
毎日新聞社のご協力に、厚く御礼申しあげます。
この公開講演会は、吹田市にある「みんぱく」
の研究者たちの研究の一端を、地元関西のみな
さんにご紹介すると同時に、文化人類学・民族学
に関心をもっていただくことを目的にしています。

国立民族学博物館開館三十周年にあたって
「みんぱく」は、文化人類学・民族学に関す
る調査・研究をおこなうとともに、その成果に
基づいて、民族資料の収集・公開などの活動を
おこなう研究所です。大阪万博の跡地内に、昭
和49年（1974年）に創設され、その三年後の
昭和52年（1977年）11月に開館しました。今
年はちょうど開館三十周年にあたります。
「みんぱく」が研究所として掲げる目的は、
開館三十周年を迎えたいまもかわりません。し
かし「みんぱく」をとりまく環境は、近年激変
しました。研究の対象とする文化と社会が、予
想外のスピードで変化しています。移動が日常
化し、遠隔地とのコミュニケーションが即時に
おこなえるようになって、遠い外国は身近にな
りました。その一方で、個々の社会では多文化
状況が進み、個人の生活体験に異文化の要素が
さまざまな形で浸透しつつあります。

こうした変化のなかで、研究者たちは、研究
の課題や研究手法を見直し、新しい研究の可能
性を追究しています。博物館展示の例をひきま
しょう。ある民族の文化を固定した静的なもの
として展示することは、もはやできなくなって
います。研究者だけでなく、展示される文化の
担い手である人が、展示に参加することも多く
なりました。また、これまでは展示を見る側で
あった市民の積極的な参加も歓迎しています。
新しい活動のひとつに、「みんぱくミュージア

ムパートナーズ」（MMP）があります。MMPは、
「みんぱく」の博物館活動を理解し、共にこの活
動を発展させることを目的として平成16年9月に
発足しました。これまでのミュージアムボラン
ティア活動から一歩前進し、メンバーによる自主
的な企画・運営を行っていくため、ボランティア
という言葉は使わずにみんぱくのパートナーと呼
んでいます。MMPは、展示解説やイベントなど
で、さまざまな活動を展開しています。
文化は交わり、変貌していきます。異なるもの

への寛容と共感が求められている現代世界にお
いて、「みんぱく」が三十年のあいだに蓄積して
きた調査・研究を受け継ぎ、発展させるとともに、
その研究成果を社会還元し、広く社会とともに歩
むことが、「みんぱく」の使命であると考えます。
「みんぱく」では今年、三十周年記念事業を展
開していきます。この公開講演会もそのひとつ
ですが、特別事業も少なくありません。いくつ
か例をあげますと、この3月には、「太陽の塔が
つなぐ万博・民博―特別講演会・太陽の塔内部
見学会」（3月10日）、「特別展　聖地・巡礼―自

ごあいさつ
― 開館三十周年記念事業みんぱく公開講演会によせて ―

松園　万亀雄
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分探しの旅へ」（3月15日～ 6月5日）があります。
夏以降は、「私の選んだこの1点―研究者の目で
みる民博コレクション」（仮称）、「特別展　オセ
アニア大航海展」をはじめとする事業が計画さ
れています。また「月刊みんぱく350冊の巡回展」
は、昨年12月に梅田からはじまりましたが、関
西の各地や東京での開催も検討しています。
「みんぱく」の研究、展示、催しなどの活動に
ついて、くわしくはインターネットの「みんぱく」
ホームページをご覧ください。三十周年記念事
業の最新情報や、MMPの活動についても、ホー
ムページに掲載されます。また、ホームページで
は「みんぱく」が展示・収蔵している標本24万
点の基本情報も公開しておりますし、文献図書
資料その他の検索もできます。「みんぱく」の図
書室は市民の方も閲覧できます。「みんぱく」の
資料を、大いに利用していただきたいと思います。

講演会テーマ
「日本で暮らす―移民の知恵と活力」について
今回の講演では、日本で生活している移民、

外国出身の人々の知恵と活力というテーマをと
りあげました。日本のまちでさまざまな文化が
出会い、新しいものがつくりだされつつあるこ
とに目を向けたいと思います。
少し前まで、「外国人」は日本で目立つ存在

でした。しかし現在の日本のまちで、外国から
来た人に出会うことはめずらしくありません。
こうした状況は、この二十年ほどのあいだに顕
著になってきたもので、全世界的な傾向です。
人が国境を越えて移動し生活することが、日常
的になってきたのです。
文化人類学・民族学は、長いあいだ、現地に

赴いて調査することを研究の前提としてきまし
た。しかし現代では、国境を越えて移動する人々
の研究も、重要なテーマになっています。単に

移動する人が多くなったことを問題にしている
わけではありません。移動した人々が、故国に
いたときとは異なる文化を、新たにつくりつつ
あることに注目しているのです。
移動する人は、故国の文化を運んでいるわけ
ですが、移動の過程でさまざまな経験を重ね、
移動先の社会の影響も受けて、新しいものをつ
くっています。それと同時に、受け入れ側の社
会の人々も、移動してきた人たちの文化の影響
を受けています。現代の日本のまちで、さまざ
まな文化が出会って、新しい文化がつくられつ
つあるといえるでしょう。
南真木人助教授は、ネパールの都市や村で、
長年調査研究を重ねてきました。その豊富な知
識と経験を背景に、日本で生活するネパール人
労働者が、何をどのように経験し、どのような
意識を育てているのか、調査しています。
ネパール人労働者をはじめとする外国人労働
者は、日本の産業構造を下から支えている人々で
す。グローバル化の進行は、さまざまな移動をひ
き起こしていますが、移動先の社会で非熟練労
働者として働く外国人労働者は、否応なくその社
会の最底辺に組み込まれてしまいます。グローバ
ル化と格差社会の構造が、手をたずさえているわ
けで、外国人労働者は、格差社会のひずみをもっ
とも直接的に経験している人々でもあります。
陳天璽助教授は、世界のさまざまな都市の華
僑・華人について調査研究していて、日本のチャ
イナタウンも、そのような広い視野のもとにと
らえています。
日本のチャイナタウンは、現代日本の消費社
会のなかで、ひじょうに活気のある空間をつ
くっていますが、それは決して一枚岩で成り
立っているものではありません。チャイナタウ
ンの歴史に、私たちは、移民の知恵と活力の蓄
積を見てとることができるでしょう。
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はじめに
少子・高齢化する日本社会。それにともない、

知らず知らずのうちに増加している外国人労働
者。さらには、これから介護施設や病院などで
働いていることがあたり前になるであろう、
フィリピン人介護師や看護師。
「みんぱく」が開館した30年前、このような
時代がやってくると誰が想像したであろう。そ
ういう私も、1980年に始めてネパールを訪ね
たときの親友が、90年代に入り、日本で、2度
にわたり6年間も働くことになるとは夢にも思
わなかった。過去30年のあいだに日本は、エ
リートではない、ごく普通の人びとが、いわゆ
る「発展途上国」といわれる国ぐにから来日し、
私たちの身近で労働者として暮らす時代を迎え
た。グローバリゼーション（グローバル化）は、
単なる流行語ではない。私たちの生活に直接に
関係する、社会を読み解くキーワードなのだ。

グローバル化と人の移動（移民）
グローバル化の要件を人・情報・商品・資本

の国際移動・循環とすると、商品の移動はスー
パーに並ぶ品物の生産地を見れば一目瞭然であ
り、情報の循環はネット社会を想起すれば明ら
かだろう。資本の移動はそうなのだろうが、私
たちには実感しづらい。それでは人の国際移動
はどうだろう。思いつくのは、朝青龍をはじめ
とするプロスポーツ選手や日産自動車のゴーン
社長兼CEOのようなビジネスマンの活躍だ。

彼らは間違いなく日本に新しい空気をもたら
し、それぞれの業界に活気を与えている。それ
は彼らが、エリートで有名人だからなしえたこ
となのか。おそらく、それだけではないだろう。
そもそも人は商品や資本と違って、生まれ
育った文化を身につけ、それを引きずって異な
る文化の土地に移動する。異なる文化・違う世
界との出会いは、ときには葛藤や衝突を生じさ
せながらも、新たな経験や発見を生み、自らの
文化ともホスト社会の文化とも違う、新たな文
化を創造する契機となりうる。もし、移民がも
つ活力（生きる力）が私たちのそれよりも大き
いとすれば、それは違いを生きるがゆえに発生
する苦労や努力と、それと表裏一体の関係にあ
る希望や意欲が、移民のほうが大きいからでは
ないか。

ネパール人労働者
一口に外国人労働者といっても、その滞在資
格や形態は一通りでない。そこには、1990年の
入管法改正によって合法的に就労できるように
なったブラジル、ペルーなどからの日系人や、
法的には労働者ではないが、実質それと変わら
ない、外国人研修生（原則1年以内）や技能実
習生（研修期間とあわせて3年以内）があては
まる。ほかにも、観光などの目的で入国した人
が、査証期限が過ぎても帰国せずに就労する非
正規就労者（資格外就労者）がいる。
ネパール人労働者とは、この3番目のカテゴ

ネパール人労働者の素顔

南　真木人
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リーに含まれる人びとである。1990年ころか
ら急増し、その数は4000人弱で横ばい傾向に
ある。彼らは東京近郊や東海地方において、工
場、家内工業、解体現場、農家などの非熟練作
業に従事する。20～40歳代までの男性が多く、
滞在期間が10年を超えるような人は、妻を（何
らかの闇の方法で）呼び寄せて共働きしている
人が多い。

ジャナジャーティと民族運動
さて、ネパール人労働者のほぼ9割は、「ジャ

ナジャーティ」と呼ばれる先住の諸民族の出身
者になる。なかでも、タカリー、マガール、グ
ルン（タム）、シェルパ、チャンテャール人な
どは、来日している人数が多く、結束力も強い。

彼らは日常のさまざまな問題を互いに助け合っ
て解決するために、それぞれの民族協会を設立
する。さらに、本国の民族協会本部と密に連絡
を取り合い、寄付の提供、民族運動のリーダー
や歌手の招へいと文化プログラムの開催、雑誌・
ビデオの販売といった活動を実施している。
日本に暮らすネパール人労働者は、捕まれば
本国送還という脆弱な立場にありながら、経済
的にはあまりメリットがあるとは思えない、民
族運動に熱心だ。民族運動は人をつなげ（支え
あい）、民族の誇りと自尊心を取り戻すものだ
が、日本の何が、彼らをそのような活動に向わ
せることになったのか。ネパールの外で盛り上
がる民族運動、その活力の秘密などについて考
えたい。

日本で稼いだ資金で開いたドホーリー（掛け合い歌）レストラン
（カトマンズ、2006年）

「国際先住民の日」を祝うネパール人
労働者（東海地方、2006年）



�

2005年『月刊みんぱく』5月号：14頁



�

2006年『月刊みんぱく』10月号：16―17頁（写真部分は割愛）
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はじめに

日本の3大チャイナタウンと呼ばれる長崎、

神戸、横浜のチャイナタウン。華僑・華人と呼

ばれる中国系移民が多く暮らしているこれらの

街は、観光地としても有名である。美味しい中

華料理が食べられ、異国情緒あふれるチャイナ

タウンは、観光客にとってテーマパークと化し

ている。しかし、チャイナタウンを「非日常の

空間」にとどめておくのではなく、歴史をたど

り、街に暮らす人々を知ることにより、チャイ

ナタウンの素顔、さらには日本の多文化共生の

モデルが見えてくる。

日本のチャイナタウンの特徴

日本のチャイナタウンの特徴は、観光地化が

進んでいることだ。世界のチャイナタウンの多

くは、消費者の大半が現地の華僑・華人である

のに対し、日本のチャイナタウンでは消費者の

9割が日本人である。また、ブランド力を有し、

治安がよいことも世界的に稀な特徴である。近

年は、チャイナタウンへの日本人の参入が目立

ち、ビジネスの面だけではなく、華僑学校への

日本人入学希望者が増えているなど教育面でも

注目されている。

チャイナタウン
―変容とバイタリティー

陳　天璽

阪神淡路大震災以降に増えた、神戸チャイナタウンの出店。
震災時、華僑が出す中華風の暖かい救済食は、被災者を元気づけた。
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開港とチャイナタウン

日本のチャイナタウンの歴史は1859年、日

本とアメリカの間に結ばれた日米修好条約によ

る日本開港からはじまる。江戸幕府は、外国人

に一定の区域内での居住、商業活動を認める「居

留地」を与えた。欧米商人は日本との交易のた

め、すでに広東や上海などの商館で交流のあっ

た中国人買弁（コンプラドール）を同行させた。

漢字によって日本人と筆談でき、英語の話せる

中国人は、欧米人と日本人の意思疎通に必要不

可欠な仲介者であった。交易の拡大に伴って人

も増加し、居留地のなかに関帝廟や劇場など中

国的な建物、中国人が営業する商店が増え、現

在のチャイナタウンの原型が形成された。150

年の歴史の中で、華僑・華人の互助組織である

中華会館をはじめ、同郷会や同業団体、そして

学校、墓地、廟などが設立され、固有のコミュ

ニティーの成熟へと結びついた。

ハードを整備する老華僑と

ソフトを注入する新華僑

こうしたコミュニティーの成熟には各世代の

華僑・華人がそれぞれの得意分野で力を振るっ

てきたことが大きな影響を与えている。

老華僑たちは、これまでに培ってきた信用、

資金力、そして日本社会との関係により、チャ

イナタウンのハード面の整備を続けている。そ

れは、華僑学校、神戸華僑歴史博物館の設立運

営や、牌
パイロー

楼の建設、媽
マソビョウ

祖廟の建設などがあげら

れる。一方、新華僑は、中国社会とのネットワー

ク、そして新移民に特有の向上心により、チャ

イナタウンに新しい情報とエネルギーを注入し

ている。近年では、多数の在日中国紙の発行、

華商大会の神戸誘致などにも表れている。こう

した、新老華僑の協力により、チャイナタウン

は絶えず柔軟に変容しており、またバイタリ

ティーも再生産され続けている。

20世紀初頭の横浜チャイナタウン（横浜開港資料館蔵）

miyaji
長方形
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神戸の春節祭で町をにぎわす龍舞。特注で作った龍は日本最長とか。

華僑学校の教室。小学一年から中国語・日本語・英語を習得し、課外活動では獅子舞など
中国の伝統芸能も学ぶ。近年は日本人の入学希望者が増えている。
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再生産される文化とバイタリティー

現在のチャイナタウンを見ると、日本の華僑・

華人の世代交代のみならず、日本人との通婚が

進んでいる。年中行事は新暦と旧暦を混用して

いるが、仕事や休日の関係もあり、正月などは

新暦に則して祝うのが主で、旧暦の新年を祝う

在日華人家庭は稀であった。しかし、1980年

代後半からはチャイナタウンの振興をはかる目

的で、すでに廃れていた伝統行事を新たにイベ

ントとして企画し、街の振興へと結び付ける動

きが顕著になっている。

たとえば、旧暦に合わせ横浜では86年、神

戸は87年から春節祭が、長崎は87年からラン

タンフェスティバルが開催されている。また、

横浜では89年から関帝誕、2006年に建設され

た媽祖廟で新たに燈籠祭や媽祖祭が開かれるよ

うになった。

こうした伝統行事のイベント化により、街は

にぎやかになり、観光客の誘致によって日本社

会との相互理解やビジネスチャンスの拡大に結

びついていることは明らかだ。こうした活動は

新世代の華僑・華人社会にとっても失われつつ

ある伝統文化への再認識や継承、アイデンティ

ティの確認になっている。積極的に日本社会と

の接点を活用していこうとする動きは、チャイ

ナタウンに暮らす華僑・華人の活力を向上させ

るだけでなく、日本社会との間で磨き上げられ

た固有のチャイナタウン文化の形成へと繋がっ

ている。

チャイナタウンは多文化共生の場である。グ

ローバル化により移民が増える日本社会におい

て、移民のコミュニティーと既存の地域社会と

の「共存共栄」のヒントが隠されている。

2006年3月に落成した横浜媽祖廟
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